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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の建築と都市にかかわって、<天災・人災→被害→修理・再建・再生>
というプロセスについて、日本の7世紀から20世紀まで、実例を調査、収集する。そして特にその際に起きた技
術革新と建築様式の変化を明らかにすることが目的である。
主要な成果は以下の通り。①安元３年（1177）に起きた京都大火と治承４年（1180）の南都焼討は、大仏様を誘
発する契機となり、和様を中心様式から引きずり下ろした。②明治24年の濃尾地震（1891）は、その後の近代建
築の耐震性上昇などの大きな誘因となった。しかし、被害が過剰に報告されるなど、情報が操作された点も多
い。

研究成果の概要（英文）：This research is concerned with Japanese architecture and city.An example 
was investigated from the Japanese seventh century to the 20th century about the damage received 
from a natural disaster and disaster caused by man and passage as repairing, reconstruction and 
revival. Natural disaster and disaster caused by man.And I have that for making the technical 
innovation which ha occurred and the change in a style of building clear in the case in particular.
The main outcomes are as follows.  (1)Kyoto's great fire at 1177 and Nara's fire by Heike families 
at 1180 were the opportunity which causes a style of building called Daibutu-yo. Wa-yo style didn't 
became central as a result, any more.  (2)It was a big trigger of an earthquake-resistant rise of 
the modern architecture by which the Nobi-earthquake which had occurred at 1891 was after that. But 
such as damage would be reported excessively, there are also a lot of points that information was 
operated.

研究分野： 建築史
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１．研究開始当初の背景 
 
平成 20年度から 24年度まで実施してきた、

基盤Ａ「日本建築様式史の再構築」（代表、
藤井恵介）の主たる目標は以下のようであっ
た。 
日本建築史学において、今まで、寺院、神

社、住宅、民家、などそれぞれの分野で多く
の個別研究が蓄積されてきた。しかし、それ
ぞれが固有の領域をつくって閉鎖的になっ
てきていたので、改めて全体を眺めて、全て
の分野に共有できる「形の論理」を抽出、提
案することであった。そのために、企画した
シンポジウム（全 10 回、最終回は本年 11 月
開催予定）では、必ず複数の分野の研究成果
をぶつけて、その間に生じる矛盾をテーマに
して議論することを試みてきた。そのシンポ
ジウムでは、議論によって多くの課題が抽出
され、それへの解決方法が提案されてきた。 
以上の作業が、ほぼ順調に進捗していると

き、平成 23 年 3 月 11 日に東日本大地震が起
きた。改めて日本建築史という研究分野を振
り返ってみると、地震や津波を含む「災害」
を余りにも検討して来ていない、考察を加え
ていない、ということに気付かされた。 
日本の建築様式史において、建築の形の変

化は、外国から新しい建築技術、様式が入っ
てきたときに限定して研究されてきた。（A）
6 世紀末～8 世紀に朝鮮半島・中国から、（B）
12 世紀末～13 世紀に中国から、（C）19 世紀
半ば以降に西欧から、の３時期だけが特に強
調されてきたのである。それ以外は、建築の
形は緩やかに変化してきた、という安定的な
イメージである 
しかし、今回のような大震災などの災害は、

言うまでもなく上記の３の時期以外に、幾度
も日本国内で起きてきたのであった。それが
建築に与えた影響はどんなものがあっただ
ろうか、と深く考えることになった。 
そこで、考察すべきは、<天災・人災→被害
→修理・再建・再生>のプロセスである。 
 被害の観察から何かを学び、その経験を修
理・再建のときに活かそうとしたとき、技術
革新は起きたと想定できる。これが、災害を
起因とする技術革新である。また、経年的な
破損があれば、大地震の時に一気に破損が進
みそれが顕在化したであろう。これへの対策
も蓄積されれば、技術革新として認識すべき
である 
今まで、余りにもこのような検討がなされ

ずにきたこと自体が、不思議に思われる程で
ある。そして、このような技術革新の結果と、
建築様式の変化を付き合わせることによっ
て、結果的に日本建築様式史が再構築できる
と確信している。 
 
２．研究の目的 
 
過去の日本において、建築と都市について、

災害の被災とそれへの対応を、<天災・人災

→被害→修理・再建・再生>という一連のプ
ロセスとして把握する。そのプロセスで起き
た技術革新を、日本の内在的な技術革新とし
てとらえる。そして、従来、外国からの様式・
技術の輸入（外在的要因）を主に語られてき
た日本建築様式史に、新たな国内的な技術革
新（内在的要因）を重ねて、新しい日本建築
史を構築することを目的とする。日本建築史
の方法論的な拡大を意図している。 
 
３．研究の方法 
 
建築と都市に関わる、<天災・人災→被害
→修理・再建・再生>のプロセスについて、
日本の 7 世紀から 20 世紀まで、実例を調
査、収集し、集積して広く公表する。項目
は以下の通り。 
A 災害Ⅰ（地震） B 災害Ⅱ（大風、台風、
火災、内覧） C 大規模な都市移動・建設、
再開発（遷都、城下町、火災） D 民家、 
 次に外在要因として、E.外国との比較 
を実施する。中国と韓国の技術革新を調査
し、研究者との情報交換を実施する 
最後に、多くの作業から得られた、重要な

情報をもとにして、F.以上の検討の綜合化 
を実施する。その結果、新しい日本建築史を
構築する 
 
４．研究成果 
 
 研究成果は、全体的なものと言うより、個
別の事象について集積されたというべきで
ある。今後、日本建築史という視野のなかで、
破損、被災がどのように位置づけられるのか
不明な点も多いが、新たな有力な視点である
ことは確認された。 
 以下に、代表的成果をいくつか述べる。 
（１）安元三年（1177）の京都大火によって
大極殿が焼失し、再建されなかった。それゆ
え規範的な様式（和様）の価値が下がり、日
本の建築様式は多元化し、結果的に禅宗様と
いう新しい様式が成立、普及することになっ
た。宮殿の主建物を最大規模、最高仕様で建
設するのは、中国を中心とする東アジア世界
の強い伝統であるが、日本はこのシステムか
ら、平安時代末に離脱したのである。その契
機は、京都の大火であった。（藤井恵介）。 
（２）濃尾地震（明治 24年）を契機とした、
建築界の動向。日本に滞在していた西欧人ら
は、建設行為のなかで日本の大地震を初めて
体感し、その経験から次の建設への指針を入
手した。このことは、J.コンドル、バルトン
などの活動にも見える。日本人も、それ以前
の煉瓦造建築などの設計方針を変更するこ
ととなった。また、日本の伝統構法において
も、応急処置、その後の構法の変更などを伺
うことができる。（平山育男・溝口正人） 
（３）1666 年のロンドン大火後の復興期にお
ける多様なリノベーションについてまとめ
た。『ロンドン大火 歴史都市の再建』（原書



房）を刊行（大橋竜太）。 
（４）西洋の古代から現代に至るまで歴史上
たびたびあった「社会変動の時代」を広義の
「被災後の時代」と捉え、放置された建物や、
建物の部材がどのように転用されたかとい
うことに着目し、西欧建築史を描いた。『時
がつくる建築 リノベーションの西洋建築
史』（東京大学出版会）を刊行（加藤耕一） 
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